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メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は

　

さ
く
ら
太
鼓
に
よ
る
演
奏
で

始
ま
り
、
佐
渡
お
け
さ
、
合
唱

な
ど
で
聴
衆
を
魅
了
し
、
な
か

で
も
三
咲
小
学
校
吹
奏
楽
部
、

御
滝
中
学
校
管
弦
楽
部
の
演
奏

は
大
盛
況
で
し
た
。
今
年
は
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
リ
ハ
ビ
リ
科
に
よ
る
体
操
な

ど
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
、

笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
川
医
師
・
吉
田
医
師
に
よ

る
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
参

加
報
告
」
や
宮
原
院
長
に
よ
る

あ
い
さ
つ
に
も
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
る
方
が
目
立
ち
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と

い
の
ち
を
守
る
た
め
の

と
り
く
み

　

「
体
力
チ
ェ
ッ
ク
・
足
指
力

測
定
」
や
腎
臓
病
教
室
を
は
じ

め
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
バ

ス
ボ
ム
作
り
、
介
護
体
験
な
ど

各
職
場
の
企
画
に
多
く
の
方
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
医
局
を
は

じ
め
と
し
た
医
療
展
示
に
も
関

心
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
口
歯
科
医
院
の
歯

科
相
談
や
消
防
隊
員
に
よ
る
Ｂ

Ｌ
Ｓ
講
習
、
市
内
の
鍼
灸
師
に

よ
る
、
は
り
・
き
ゅ
う
体
験
な

ど
、
外
部
の
方
々
の
協
力
を
得

た
企
画
も
好
評
で
、
貴
重
な
場

と
な
り
ま
し
た
。

能
登
半
島
被
災
者

支
援
の
バ
ザ
ー
も
実
施

　

恒
例
の
友
の
会
バ
ザ
ー
や
紹

介
パ
ネ
ル
、
能
登
半
島
被
災
者

支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
似
顔

学んで、集って、楽しく健康づくり
友の会強化月間 (１０月 ・ １１月 )友の会強化月間 (１０月 ・ １１月 )

心肺蘇生体験 ハンドマッサージ 初登場のキッズダンス

　
10
月
19
日（
日
）に
開
催
し
た
第
37
回
船
橋
二
和
病
院
健

康
ま
つ
り
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
途
中
雨
も
降
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
雨
に
も
負
け
ず
参
加
者
の
歓
声
が
響

く
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
チ
ー
バ
君
も
や
っ
て
き
て
、
コ
ミ
カ
ル
な
動
き

で
子
ど
も
達
に
大
人
気
で
し
た
。

生き生き友の会・地域の活動

　10月２日（木）に健康講座「認知症についてのお話
とＱ＆Ａ」を開催しました。講師は二和病院認知症
看護認定看護師の松丸恵美さん。講師自身の体験
を交えての現実味あるお話に、参加者からも体験談
が出るなど活発な交流がおこなわれ、高揚感のある
講座で、会場一杯の21人の参加がありました。

　10月30日（木）、さわやかな秋晴れの下、７人の参
加で木戸川の散策に出かけました。この間遊歩道の
整備や河川改修もすすんで水もきれいになり、のど
かな風景の中を、おしゃべりしながらのんびりと歩
きました。散策でリフレッシュしたあとは、みんなで
佐久間牧場のアイスを食べよう！と言っていたのです
が・・・食べたのは２人でした（笑）

　10月14日（火）、健康講座「足の握力測定からはじ
める健康体操」が17人の参加で開かれました。いろ
いろな地区で継続的に開催されている人気の講座で
す。講師は二和ふれあいクリニックの小野医療トレ
ーナー。足の握力測定と自宅でも実践できるトレー
ニング方法の指導で、足の握力向上を目指します。

西・高・芝地区 高根台地区 鎌ヶ谷東地区

絵
や
メ
ダ
カ
す
く
い
、
ダ
ー

ツ
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
、
千
葉
土
建
鎌
ヶ
谷
支
部

に
よ
る
包
丁
と
ぎ
も
あ
り
ま
し

た
。
他
に
も
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
る
販
売
も
あ
り
、
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

近
隣
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
を
得
て
、
全
体
で
47
を
超

え
る
出
し
物
や
企
画
を
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
み

な
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
37
回
船
橋
二
和
病
院

　
　

健
康
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
長　

立
石　

諭

楽しい企画が盛りだくさん楽しい企画が盛りだくさん

オープニング

三咲小学校吹奏楽部 御滝中学校管弦楽部

２
０
２
５

ふ
た
わ
健
康
ま
つ
り
に
１
５
０
０
人

開会あいさつ
実行委員長
中川誇子医師

足指力測定

健康講座
ウォーキング

健康体操
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第 6 回

連載「語り継ぐべき被爆・戦争体験」

　　　　　< 街の惨状 >
　私は被爆した翌日、祖母の死を叔母に知らせるため饒津公園に
行きました。何処をどの様に行ったのか覚えていません。まだ余熱
のある道を夢中で歩きました。
　山陽本線のガードがあり、その傍らに叔母の家があります。饒津
公園に近い所ですが、崩れた家からは煙が出、道には死体がゴロ
ゴロ転がっています。ところどころにうず高く死体が積んでありまし
た。川にも丸裸の死体が浮いて流れています。ほとんどが頭髪の
ない丸坊主で、川に浮いた死体は体中が水を詰め込んだように大
きく膨れていました。男女の区別もつきませんし、上向き下向きの
大の字になった死体が浮いていました。山陽本線に沿ってガードが
見つかりました。もちろん叔母の家も近所も見渡す限り焼け野原で、
一軒の家もありません。
　饒津公園に入ると、木の下では沢山の被害者がたむろしていま
す。叔母も家が焼けて公園の中に居ました。祖母の死を知らせて
すぐ私は戻りました。
　電車通りに出ると、黒焦げの電車が転がっていて、中に黒焦げ
の死体が重なり合っています。倒れてまだ煙の出ている家の瓦礫か
ら人の腕がのぞいていたり、横倒しの馬の腹に人間が突き刺さって
いたり、そんな光景ばかりです。
　横川駅近くの電車の停留所で黒焦げの死体が並べてありました
が、年寄の婦人がその黒焦げの死体を一人づつ口を開いてみてい
ました。通りがかりの人が「ああして身内のものを探すのだ」と話
してくれました。
　一日かかって饒津公園まで行ってきましたが、八月六～七日、私
が見た光景は命のある限り忘れることは出来ないでしょう。今思う
とぞっとします。あの時の広島の人たちはみんな正常ではなかった
ように思えます。当然のことですが、私自身狂っていたと思います。
限りない恐怖と諦めと絶望、その三つが入り乱れていました。

（つづく）

　二和病院の職員であった伊久万里さんのお母様の手
記を６月号から連載しています。

『広島 八月六日』川上悦子 

大正 15 年生まれ 平成６年没

昭和58年執筆

会員の作品

船橋市藤原
初見政子

船橋市藤原町
昌谷久子

「秋色深く」　撮影地：美瑛
印西市小倉台　伊久真理

船橋市高根台
瀧口伶子

ペン字ペン字 写真写真

習字習字スクラッチアートスクラッチアート

 今現在、制度はどうなっているのか? 
　２０００年当初は「家族の介護を社会全体で支える」ことを目指した制度でした。しかし今、

「使いづらい」「希望するサービスが受けられない」という声が増えています。

　介護保険料も制度開始当初（２０００年）は全国平均月額２,９１１円、２０２４年度の全国

平均は月額６,２５５円で、２０数年で約２．０７倍に増加しました。全国で一番高い大阪市は

９,２４９円と３倍の増加となっています。実際に介護保険を利用した場合、所得によっては

自己負担が１割から２・３割になるなど、利用しても利用料負担があります。

 「自宅で支える」ことが難しい時代に 
　一方で、介護を担う家族が減り、核家族化や共働きの広がりで「自宅で支える」ことが難

しい時代になりました。いま介護の中心世代となっているのが団塊

の世代です。今年度で団塊の世代が全員後期高齢者となり、介護

を必要とする人が急増しています。同時に「８０５０問題」と呼ばれ

る、５０代の子を８０代の親が支える家庭も増えている状態は、

親が介護状態になった場合、一気に家族の生活が破綻しかねない

可能性をはらんでいます。

 介護事業所側も困難に直面 
　さらに、介護事業所の減少や人手不足も深刻です。地域によっては「使いたいサービスがない」

「訪問介護が来てくれない」という声も少なくありません。介護保険は“みんなで支える制度”

ですが、現場では限界が近づいています。

 次の世代に引き継いでいくことも大切な課題に 
　そして今、もう一つの課題があります。これからの若い世代にど

う介護に関わってもらえるかということです。介護は高齢者だけの

問題ではなく、地域全体の課題です。学校や地域活動の中で高齢

者と若者がふれあう機会を増やし、制度や仕組みだけでは支えきれ

ない部分を、世代を超えたつながりで補い合う----。「支える経験」

を早くから持つことで、将来の大きな力につなげていきたいです。

ケアプラン二和かけはし　主任介護支援専門員　島村 和美

第4回

くらしを支える視点から介護保険を考えるくらしを支える視点から介護保険を考える

団塊の世代と次の世代への課題
「介護を支える仕組みが揺らいでいる。介護保険２５年の昨今」

船
橋
二
和
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期
研
修
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美
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あ
か
り

誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
い
て
　

ご
え
ん
せ
い
は
い
え
ん

 

誤
嚥
性
肺
炎
と
は
　
　
　
　 

　
誤
嚥
性
肺
炎
（
ご
え
ん
せ
い

は
い
え
ん
）
と
は
、
ご
は
ん
や

飲
み
物
、
つ
ば
な
ど
が
間
違
っ

て
気
管
や
肺
に
入
っ
て
し
ま

い
、
ば
い
菌
が
増
え
て
熱
や
せ

き
が
出
る
病
気
で
す
。
年
を
重

ね
る
と
、 

飲
み
込
む

力
や
咳
を

す
る
力
が

弱
く
な
り

ま
す
。

 

症
状
は
？
　
　
　
　
　
　
　

　
発
熱
、
せ
き
、
痰
、
息
切
れ

な
ど
で
す
が
、
熱
が
出
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

「
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
」

「
ご
は
ん
が
す
す
ま
な
い
」「
ぼ

ん
や
り
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

変
化
が
早
め
の
サ
イ
ン
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

予
防
す
る
に
は
　
　
　
　
　

　
ま
ず
口
の
中
を
清
潔
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
歯
や
入
れ

歯
を
毎
日
よ
く
み
が
い
て
、
ば

い
菌
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
の
と
き
は
、
背
筋
を
の

ば
し
て
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り

飲
み
込
む
こ
と
、
食
後
す
ぐ
横

に
な
ら
ず
30
分
ほ
ど
座
っ
て
休

む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
む
せ
や
す
く
な
っ
て
い

　
な
い
か
、

②
体
重
や
食
欲
が
落
ち
て

　
い
な
い
か

に
普
段
か
ら
気
を
付
け
る
と
良

い
で
す
。
家
で
で
き
る
飲
み
込

み
体
操
も
お
す
す
め
で
す
。
食

前
に
首
や
肩
を
回
し
、
舌
を
前

後
左
右
に
動
か
し
て
の
ど
を
ほ

ぐ
し
ま
す
。そ
の
あ
と「
パ・タ・

カ
・
ラ
」
と
声
を
出
し
、
口
や

舌
を
し
っ
か
り
動
か
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
お
で
こ
に
手
を
当

て
て
頭
で
押
し
返
す
運
動
や
、

つ
ば
を
意
識
し
て
飲
み
込
み

「
エ
ッ
」
と
声
を
出
し
て
残
り

を
確
認
す
る
と
安
心
で
す
。
こ

れ
を
食
事
前
の
3
分
間
習
慣
に

す
る
と
、
誤
嚥
を
防
ぎ
や
す
く

な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
気
を
付
け
る
こ

と
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と

お問合せ・ご連絡は友の会事務所まで

口や
舌をし

っかり動かしましょう！

ミ
ニ
医
療
講
座
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